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	件名
	２０１４年　自主防災隊　第２回隊長支隊長会議

	配布先
	本部：長谷川さん、中泉さん、細野さん、堤さん、山本さん、上田さん
代表支隊長各位（貴支隊出席者・関係者にコピーをお渡し下さい）、勝又さん
事務局：大久保さん、宇津木さん

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

		Ⅰ．開催日時：２０１４年６月２９日、１３：３０～１５：４０
開催場所：小川会館
司　　会：林（事務局―会議担当）

	

	Ⅱ．出席者　：本部：長谷川さん、細野さん、堤さん、中泉さん、上田さん
せんげん支隊：山本さん、下小川支隊：長さん、佐藤さん
かえで支隊：甲斐さん、一森さん、山本さん、
蜂谷戸支隊：小林（勝）さん、尾原さん、金子さん、兼重さん、山澤さん
柳谷戸支隊：池上さん、青パト隊：勝又さん
　　　　　　事務局：大久保さん、宇津木さん、林　計２１名




	Ⅲ．全支隊より1名以上出席のため会議は成立

	Ⅳ．議題と結果
１、隊長挨拶　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　長谷川自主防災隊長
２．非常時体制検討チームの活動について　　　　　　　　　長谷川隊長
　　・プロジェクト体制で検討チームを発足　6月２２日第1回会合を行った
　　・期間は３～4カ月を目途
　　・メンバー：長谷川隊長、中泉副隊長、5代表支隊長、勝又青パト隊長
　　　　　　　　他に事務局が補佐
　　・リーダー：窪田せんげん代表支隊長
　　・避難場所の学校窓口として　小川小学校＝窪田さん、小川高校＝甲斐さん
　　・次回（7月１２日）の会議から具体的な検討に入る
　　・７月９日に小川小学校の防災会議があり、市の小川小での総合防災訓練の
　　　打ち合わせを行う（８月３１日予定）（長谷川、窪田出席予定）
３．責任者名簿と非常時連絡網　　　　　　　　　　 　　　　　
　３－１．蜂谷戸支隊の支隊長の交代について　　　　　　　蜂谷戸支隊　小林（勝）
　　蜂谷戸支隊で支隊長２名交代：大澤さん→山澤さん、兼重さん→坂本さん
　３－２．責任者名簿の配布　　　　　　　　　　　　　　　事務局　大久保
　　３－１を反映した２０１４年責任者名簿（班長以上）を全責任者に
　　２０１４年非常時連絡網（支隊長以上）を支隊長以上に配布
　　非常時連絡網はメールアドレスなど個人情報があり「配布者限定」「取り扱い注意」
４．支隊の活動／防災専門班会議の報告　　　　
　４－１．柳谷戸支隊訓練実施報告（別紙）　　　　　　　　柳谷戸支隊　池上
　４－２．防災ビデオ上映会実施報告　　　　　　　　　　　蜂谷戸支隊　小林（勝）
　４－３　消火栓の増設要請　　　　　　　　　　　　　　　蜂谷戸支隊　小林（勝）
　４－４．給食給水班―ＫＪ法のまとめ紹介（スライド）　　事務局　林
　　それぞれ活動報告あり
５．機材・資材調達計画　　　　　　　　　　
５－１．スタンドパイプの追加購入　　　　　　　　　　　　防火消火班　小林（勝）
５－２．トランシーバーのテスト結果と購入計画（別紙）　　情報広報班　甲斐
５－３．夜間照明の購入（実物でデモ）　　　　　　　　　　かえで支隊　甲斐
５－４．全体の購入計画（別紙）　　　　　　　　　　　　　事務局　林
　５－１～３それぞれ検討結果を報告
①スタンドパイプはとりあえず１式＋ホース２本　　担当＝小林（勝）さん
②トランシーバーをテスト用４台　　　　　　　　　担当＝小林（洋）さん
③夜間照明は電池式ランタン型ｘ５台　　　　　　　担当＝甲斐さん
④消火器格納箱ｘ１０　　　　　　　　　　　　　　担当＝小林（勝）さん
以上４点の購入を正式決定　　①～③は購入申請書必要
・スタンドパイプの残り３式は東京都の「地域の再生底力」助成金対象とし
承認後購入　　　申請担当＝中泉さん
・トランシーバー残り９台はテスト結果を判断の上決定
　検討チームの提案は来期の「地域の再生底力」助成金対象
・防災倉庫は次回検討
　６．活動報告（月報）について                　　　　　　　事務局　林
　　　全組織の活動が一覧で見られるため、必要、当面継続
７．広報計画（自治会だより）予定原稿の紹介　　　 　　　　 事務局　林
　７－１．７月号　防災コーナー
　　　　　特集：“火の元にご用心”火災の出火原因の熱源（下小川　吉岡さん）
　　　　　情報：２０１４年度自主防災隊責任者体制
活動紹介：柳谷戸訓練実施（小林（洋）さん）
　　　　　　　　　　防災ビデオ上映会（小林（勝）さん）
　　　　　話題：雨水の利用（蜂谷戸舟木さん）
　７－２．８月号以降：支隊持ち回りで活動紹介や啓発記事など半ページ程度の記事を
執筆していただきたい　　　第１回　せんげん支隊
　　　今後については７月度情報・広報専門班会議で具体的に検討
　８．訓練・講習計画　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　事務局　宇津木
８－１．本部主催の総合防災訓練　
　事務局原案に対し下記の提案・意見が出された（順不同）他にも意見あり
　①消防署が中心の標準訓練ではなく自治会独自の内容を盛り込むことは賛成
②出来るだけ実際の非常時対応の訓練にする
③午前中で参加者に女性も多いため、１２時終了厳守、延びると中途帰宅者が出る
　④自治会内にＡＥＤがない状態でＡＥＤの訓練に時間をかける必要があるのか
　⑤消火器の訓練は消火器の威力を実体験する為実際に燃焼したもので出来ないか
　　（泡の発生が近所迷惑になる可能性あり・・・消防署の意見打診）
　⑥起震車の家具の転倒と対策効果の実演は効果あり、ぜひ実施してほしい
　⑦全体訓練でやる方が良いもの、支隊の訓練でやる物の区分け
　⑧天候により中止の場合、起震車を除いて改めて実施する
　実行委員会を早急に発足させ、内容・体制・準備工程などを煮詰め次回会議に提案
　実行委員未選出の支隊は早急に選出し事務局　宇津木宛連絡ください
　またアイデア・意見などは実行委員会あて提案の事
　　８－２．全体の訓練計画
　　　未完：計画未提出の支隊は出来るだけ早めに計画を事務局　宇津木まで連絡
　　　　　　あくまでも予定であり変更はありうる前提で
　　　かえで支隊も７月にスタンドパイプ訓練を行う
８－３．小川子供祭りでの防災クイズ実施　
　別途配布資料の内容に関し
　①賞品は模擬店共通券３枚でなく２枚にする
　②出来るだけ子どもでもわかる問題で子ども主体とする
　以外は特に異議なく、事務局に一任、実施決定
　事務局と自治会行事部で打合せ子ども祭り実施計画に組み込む
９. 自主防災隊　活動マニュアル制定計画　　　　　　　　　　　事務局　宇津木
　　事務局案に対し種々の意見が出されたが
　　①規定、基礎情報、フォーマット（管理台帳）は必要なのでどんどん作成を促す
　　　ばらばらにならないよう事務局が主体となって横展開、標準化を図る
　　②マニュアル（運用ルール）は実態が伴わないでマニュアルだけ出来ても有効活用
　　　は期待できないので、実態が整った時マニュアル化していく方法にする
　　という意見が大勢を占めた。
　　もう一度事務局で整理し次回報告する
１０．東京都の防災隣組事業について            　　　　　　　　事務局　林
　　　認定を受けるメリットがあまり分からないので、市に積極的に働き掛けることは
せず年内は様子を見る
１１．その他、要望事項など：特になし
Ⅴ．次回隊長・支隊長会議の予定
　７月は各支隊の訓練計画や専門班会議の予定が多いため次回は
８月１０日（日）１３時～　　　事務局担当＝林　　　（午前は自治会幹部会議）
Ⅵ．その他：　
　①７月の訓練予定
せんげん支隊：７月１９日（土）、かえで支隊：７月２６日（土）
　②７月の会議予定（支隊の会議は除く）
　　・非常時体制検討チーム会議：７月１２日　１０：００～
　　・専門班会議
　　　　情報広報＝７月　５日（土）　避難誘導・救出救護＝７月６日（日）
　　　　給食給水＝７月１２日（土）　防火消火＝７月１９日（土）　
　Ⅶ．別途配布資料
　　①責任者名簿と非常時研究連絡網
　　②柳谷戸支隊防災訓練実施報告書
　　③トランシーバー交信テスト報告書
　　④機材・資材　調達計画
　　⑤２０１４年度　総合防災訓練について
　　⑦２０１４年度　防災訓練一覧（未完）
　　⑧子ども祭り　防災クイズ
　　⑨マニュアル制定計画


以上
